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早いもので師走になりました。 ２学期は大きな行事も

たくさんあり子ども達の活躍や成長が多く見られました。

さて、本校では、１１月の家庭学習月間より、新たな取

り組みとして「自律学習シート」を活用した家庭学習の

取り組みを実施しています。

この「自律学習」は、学習者が自律学習シートを自ら

書くことによって、自然に自分自身の学習に能動的に関

わり、自己の学習を調整する自律力をつけることを目的

としています。これは、急速なテクノロジーの進化による

予測困難な社会に生き抜く子ども達に必要な資質能力

とされており、自分の学習に対する意欲や学習方法を自

ら観察、調整し、効果的に学習を進めていく学び方にな

ります。具体的にな下記のとおりです。保護者の皆様か

らも本取り組みのご理解とご支援をお願いします。

Pｌａｎ

目 標
計 画

「目標設定力」「行動計画力」アップ！
週ごとに、今学んでいる単元の学習状況やこれまでの自分自身の

学習状況を見つめ、自分は今何を学習すべきか「目標」を設定し、
目標を立てる力をつけます。また、その目標達成のために必要な「計
画（やること）」を書くことで、何の学習を何の教材を使って、いつの
時間やるのか等の１週間分の具体的な行動計画を立てる力を身に
つけます。その際、月カレンダーを参考にします。

Dｏ

行 動

Check
Ａｃｔｉｏｎ

ふり返り
改 善

「時間管理意識」「実行力」アップ！
「学習計画（やるべきこと）」やを月カレンダーや自律学習シートに
明確に記入し、見える化することで、何をどのように学ぶかという「学
習方法」や「時間を管理する」という意識やそれを実行する力をつけ
ます。

「自己客観力」「自己肯定力」「自己革新力」アップ！
「ふり返り」を書くことで、その週の自分の学び方を客観的に見る力
をつけます。「目標→計画→行動→ふり返り」それぞれの自己調整
場面を分けてふり返ることで、自分自身のできたことや改善点が明
確にわかり、次週に向けての成長の視点が身につきます。つまり、
「自己客観力」「自己肯定力」「自己革新力」が身につきます。




